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Ⅰ はじめに 

１ 趣旨 

座間市教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）

第２６条の規定に基づき、教育に関する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行う

こととされています。 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に委任

された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局職員等に委任され

た事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関す

る報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の

知見の活用を図るものとする。 

この規定は、教育委員会が教育行政事務に関し独立した執行権限を有する機関であることから、

教育の基本方針に基づき、どのように事務が執行されているかを自らチェックし、市民にその状

況を説明する必要があるとの目的で設けられたものです。 

本年は、第四次座間市総合計画基本構想の４年目に当たる平成２６年度事業を対象に、昨年の

報告書に示された課題等を踏まえ、平成２３年度を初年度とする「豊かな心を育むひまわりプラ

ン」及び「生涯学習プラン」により進められている事業を含め実績を検証しました。 

また、点検、評価を行うに当たっては、座間市行政評価や学識経験者の意見等を参考にしまし

た。 

 

２ 点検・評価の対象 

点検、評価の対象は、第四次座間市総合計画基本構想を実現するための教育部門における将来

目標「のびやかに 豊かな心 はぐくむまち」に向かって、六つの施策によって取り組んだ主な

事業を対象として実施しました。 

 

３ 点検・評価の方法 

 点検、評価に当たっては、「教育環境」、「学校保健」、「教育活動」、「生涯学習」、「市民文化」及

び「青尐年育成」の施策ごとの平成２６年度の主な事業について、教育委員会としての自己評価

と今後の課題及び取組について考査し、できるだけ具体例を挙げながら分かりやすく記述するよ

う努めました。 
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４ 学識経験者の意見 

点検・評価の客観性を確保するため、本市の教育に関し学識経験を有する次の３人の方々によ

る点検評価委員会を設置し、様々な御意見、御助言をいただきました。御意見は、各施策の末に

付記するとともに、課題等に加えて今後の事業の実施に生かしてまいります。 

 

職 氏    名 経         歴 

委員長 曽 根 秀 敏 元神奈川県教育委員会教育長 

委 員 大 塚 知 子 元座間市教育委員長・元大和市立小学校長 

委 員 中 村 咲 男 元座間市教育委員会教育部長 
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Ⅱ 平成２６年度取組及び点検・評価結果 

 １ 教育環境 

    

＜総合計画における目標＞ 

 小・中学校では、安全で快適な施設環境の下、児童、生徒が充実した教材を活用し、生き生き

として学習に取り組んでいます。 

 また、各種の就学援助制度により、経済的に安定して就学できる体制が整っています。 

 

(1) 安全・快適な教育施設環境の確保 

【施策の方向】 

環境負荷への低減を図りながら安全かつ快適な教育施設環境を確保します。 

 

【取組の概要】 

① 学校施設の安全確保として、次のとおり安全点検を実施しました。 

・ 危険物地下タンク清掃、埋設送油管等点検業務委託 

・ 消防設備点検業務委託 

       ・ 自家用電気工作物保安管理業務委託 

・ 受水槽高架水槽点検業務委託 

・ 運動遊具及び体育器具安全点検業務委託 

・ 非構造部材の点検（職員による点検） 

     ② 学習環境の改善及び老朽化対策として、次のとおり学校施設の改修を行いました。 

・ 座間小学校３号棟屋上防水及び外壁改修工事 

・ 相武台東小学校屋内運動場外壁改修工事 

・ 相武台東小学校職員便所改修工事 

・ 相模が丘小学校中棟屋上防水改修工事 

     ・ 入谷小学校校舎屋上防水改修工事 

・ 相模中学校校舎外壁改修工事 

     ③ 空調設備の整備など快適な学習環境の確保に努めています。 

・ 小学校普通教室等空調整備工事（東原小学校、相模が丘小学校、立野台小学校、   

入谷小学校、旭小学校、中原小学校） 

・ 中学校普通教室等空調整備工事（座間中学校、東中学校、栗原中学校） 

・ 小学校普通教室等空調機賃貸借（座間小学校、相武台東小学校、ひばりが丘小

学校、東原小学校、相模が丘小学校、立野台小学校、入谷小学校、旭小学校、中

原小学校） 
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・ 中学校普通教室等空調機賃貸借（座間中学校、西中学校、東中学校、栗原中学

校、相模中学校、南中学校） 

・ 児童、生徒等によるゴーヤなどを使用したグリーンカーテン作りを学校現場等

と連携して１７校中１０校で実施しました。 

・ 校庭の芝生化を進めている座間中学校中庭の芝生は、維持管理を協働事業とし

て実施しました。 

         

【課題等】 

     ① 学校施設の安全確保のため、法定点検の定期点検等による不良箇所及び老朽化に

よる务化や消耗が進んでいる箇所の修繕等を継続的に行う必要があります。 

② 整備を進めてきました学校の校舎等の構造体の耐震化は、平成２３年度に全て完

了しましたが、今後は、学校施設の老朽化が進んでいるため、非構造部材の耐震化

を含め、長期的な改修、改築計画を作成し、施設の安全性を最優先に施設の改善及

び防災機能強化に積極的に取り組む必要があります。  

③ 環境教育の一環として、太陽光発電や壁面緑化などの継続的な推進が必要となっ

ています。 

さらに、校庭の芝生化については整備後の維持管理が課題となっていますが、引

き続き地域ボランティアによる協力など、地域との連携が必要となっています。 

 

 (2) 情報機器等の整備 

【施策の方向】 

児童、生徒が理解しやすく、意欲的に授業に取り組むことができる情報機器等の整

備を進めます。 

 

【取組の概要】 

①  新たな教育機器の導入による学習効果の向上を図るため、学校情報通信技術環

境整備事業により、既存の５０インチ型デジタルテレビの電子黒板化（各学校３

台 計５１台）の備品整備を行い、平成２６年度末現在の普通教室等の電子黒板

整備率は、７０．４％となりました。 

②  各学校に導入している図書管理システム(※1)の活用により、効率的な図書の貸出

しを行い、児童、生徒の図書の利用増進を図りました。 

  

                            
(※1) 図書管理システム 

   蔵書の分類、分野等から希望する蔵書を直接検索できるシステム 
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【課題等】 

情報化により学校教材が著しく進化している中で、ＩＣＴ(※1)を活用した分かりや

すい授業方法や、児童、生徒がコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手

段に慣れ親しむことで情報モラルを身に付け、情報手段を適切に活用するための有

効な機器の導入検討に当たっては、常に学校現場と教育研究部門とが連携して取り

組む必要があります。 

また、各小中学校の備品として導入している児童・生徒・教師用のパソコンのう

ち、セキュリティ更新プログラムの終了が近づいているパソコンについては、計画

的に入替えを行う必要があります。 

 

(3) 多面的な教育振興 

【施策の方向】 

教育の機会均等を図るため、幼児・生徒の保護者の経済的な負担軽減を図ります。 

    

【取組の概要】 

① 学校教育法に規定する高等学校課程及び高等専門学校課程に進学する生徒に経済

的援助を行うため、市進学資金貸付制度のチラシを中学校３学年に配布し、保護者

からの個別相談に応じる中で、併せて県高等学校奨学金貸付制度の情報提供にも努

めている結果、平成２６年度における市貸付制度の利用申請をする生徒はいません

でした。 

〔高校進学資金貸付人数〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、貸付金の返還が滞っている家庭を個別に訪問するなど、滞納の解消に努め

ました。 

                            
(※1) ＩＣＴ 

Information & Communication Technology の略で、情報通信技術を活用したコミュニケーション、情報・知識の

共有をより強調した表現。 

    年 度 

項 目 
平成22年度 平成23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成26年度 

公立高校進学者 

(貸付額10万円) 
3 人 － － 3人 － 

私立高校進学者 

(貸付額20万円) 
2 人 5 人 1人 1人 － 

合 計 5人 5人 1人 4人 － 
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②  私立幼稚園に通園している幼児の保護者の負担軽減を図るため、私立幼稚園就園 

奨励事業（事業費２億３，１２７万３，１００円）により、２，１３０人の園児（国

庫補助対象１，８０９人、市単独３２１人）に対して補助金（国庫補助対象園児補

助額２億２，６９７万２，０００円、市単独４３０万１，１００円）を交付しまし

た。 

③  子育て支援や幼児教育の推進が求められる中で、市内９園で構成する私立幼稚園 

連絡協議会が実施する子育て支援事業に対して私立幼稚園連絡協議会補助事業によ

り４０万円の補助を行うとともに、入学予定の園児のうち発達の遅れのある幼児に

ついて各学校と幼稚園との連携を図りながら情報交換を行いました。 

 

【課題等】 

①  本市の奨学金は、最も費用が掛かる入学時に全額を一括して貸与することが特

徴となっていますが、現在では文部科学省による公立高等学校の授業料無償化や

県制度の改正等が進められていますので、今後の動向を注視する中で必要に応じ

て制度改正等の検討を進めて行く必要があります。 

②  私立幼稚園就園奨励事業に係る国庫補助金の補助率を３分の１以内としています

が、平成２６年度実績としては補助割合が２４．９２%にとどまっているため、補助

金の圧縮によって市の超過負担が生じています。 

   また、国庫補助対象世帯では、国の尐子化対策により段階的に支給額の改善が図

られていますが、国庫補助金と市単独補助金との格差是正については、国が段階的

に進める無償化の動向を注視する中で検討を進めて行く必要があります。 

 

【点検評価委員の主な意見】 

       ○ 学校施設の安全確保、老朽化対策、快適な学習環境の確保に努力され、特に空調設

備の整備が平成２６年度に完了したことを大いに評価するとともに、トイレ改修など

による児童、生徒の日常生活に密接な施設などの整備・充実を期待したい。 

       ○ 校庭の芝生化などによる快適な環境保持については、市民協働など維持管理面での

工夫を評価するが、今後も太陽光発電、中庭などの芝生化、特にグリーンカーテンに

よる環境教育を推進し、教育効果を上げる視点での学校におけるエコ化に取り組んで

いくことを期待したい。 

       ○ 学習効果の向上を図るデジタルテレビの電子黒板化の整備進捗を評価するととも

に、今後も情報化の進展による新たな有効な機器の導入に当たっては、学校現場と教

育研究部門と連携した検討を進めることを期待したい。 

       ○ 児童・生徒・教師用のパソコン導入に当たっては、今後もセキュリティ対策に万全

http://gikai.staff.city.zama.kanagawa.jp/zama/cgi-bin2/GetText3.exe?49m1hbvs7pk0ztue7v/H241130A/48663/10/1/1/%97%63%92%74%89%80/0#hit1#hit1


 

 

- 7 - 

を期した計画的な導入に努められたい。 

 

評 価 

◎ 全ての小・中学校施設の構造体の耐震補強関係工事が完了したことにより、今後は、

学校施設の老朽化が進んでいることを踏まえ、屋上防水、外壁塗装等の施工により施

設の延命を図るとともに、東日本大震災の教訓から学べることは積極的に取り入れ、

非構造物（天井、壁材等）の耐震部材の内部改修を行い防災機能強化の検討を進めま

す。 

また、トイレ等の改修についても継続して重点的に取り組み、着実な進展が図ら

れるよう努めます。 

さらに、児童、生徒の熱中症対策や学校施設の快適な教育環境の確保のため、小・

中学校の空調機の整備が平成２６年度をもって全て完了し、今後も適切な維持管理を

進めます。 

◎ 情報機器等を活用することで、児童、生徒が理解しやすく、意欲的に授業に取り組むこ

とができるよう、それぞれの場面に応じて有効な機器の整備を学校現場、教育研究部

門と連携して安定的かつ計画的に進めます。 

◎ 私立幼稚園就園奨励事業費に係る国庫補助金の圧縮による市の超過負担の是正につい

ては、事業費に見合った補助金が確保されるよう、引き続き予算に関する要望として国に

粘り強く求めていきます。 

 

 

２ 学校保健 

 

＜総合計画における目標＞ 

子どもたちは、各種健康診断の実施や安全、安心で栄養バランスの取れたおいしい給食を食べ

ることにより、健康保持、健康増進が図られ、衛生的な環境の下、心身ともに健康な学校生活を

送っています。 

 

(1) 健康管理の実施 

【施策の方向】 

児童、生徒の健康管理を行います。 

 

 

http://gikai.staff.city.zama.kanagawa.jp/zama/cgi-bin2/GetText3.exe?49m1hbvs7pk0ztue7v/H241130A/48663/10/1/1/%97%63%92%74%89%80/0#hit1#hit1
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【取組の概要】 

   児童、生徒が自分自身の健康状態を認識するとともに、家庭での対応ができるよ

う、次のとおり各種健康診断を医師会、歯科医師会及び学校医と学校の連携の下に

円滑に実施しました。 

また、結果は家庭に連絡するとともに、保健指導や治療勧告等を行い、健康の保

持及び増進に努めました。 

・ 児童、生徒全員に内科検診、歯科検診及び尿検査 

・ 児童全員にぎょう虫卵検査 

・ 小学校１年生の児童及び中学校１年生の生徒に心臓病検査（心電図） 

・ 心臓病検査の結果により、二次検査として胸部Ⅹ線検査や心電図検査 

・ 尿検査に伴う腎臓病検査費用や糖尿病に係る検査の費用の補助 

 

【課題等】 

検診日等について、学校行事や授業時間の増加に伴い、学校医及び関係機関と学

校とのより緊密な連絡及び調整を図る必要があります。 

 

(2) 環境衛生の維持・改善 

   【施策の方向】 

     環境衛生の維持、改善を図ります。 

 

   【取組の概要】 

  学校の衛生管理を図るために、薬剤師会の協力の下、次の検査、消毒を実施し、

学校における環境衛生の維持に努めました。 

・ 飲料水の水質検査 

・ 空気中の一酸化炭素量、二酸化炭素量及び落下細菌数の検査 

・ 衛生害虫防除の消毒を小学校は年２回、中学校は年１回実施 

 

【課題等】 

給水施設を含め全体的に施設の老朽化が進んでいるため、定期的に現状を把握し

優先順位を付け、改修、改築を行い、今後とも施設の改善に積極的に取り組む必要

があります。 
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(3) 給食の施設・設備の充実 

  【施策の方向】 

給食の施設、設備の充実を図ります。 

    

【取組の概要】 

      給食施設や備品の修繕を随時行うとともに、給食設備や備品を計画的に更新し、

より安全で衛生的な給食調理に取り組みました。 

・ 給食室の給湯器、食器洗浄機、回転釜等の備品の修繕 

・ 給食用エレベーター、ＬＰガス供給設備、給食室床・天井等の修繕 

・ 食器洗浄機、熱風消毒保管庫、牛乳保冷庫等の大型備品のリース契約方式によ

る更新 

・ 三層シンク、配膳台等の購入 

・ 学校給食をより安全に実施するため、給食調理員の研修会を５回実施 

・ 中学校給食については、昨年度に引き続き「学校給食庁内検討委員会」を開催

し、試行校の選定について検討しました。さらに、委託契約締結に向け調理等委

託業者の選定についても検討しました。 

 

    【課題等】 

給食施設が全体的に老朽化しており、現状では緊急性の高い箇所について、即

応修繕での対応となっています。また、給食施設の改修計画により床、天井、壁

の塗装や換気設備の清掃等により施設の延命化を図るとともに、今後とも継続し

て修繕と大型備品の更新等も合わせて行うことが必要となっています。 

また、中学校給食については、平成２７年度２校の試行開始に向け、公募型プ

ロポーザル方式による委託契約を締結し準備を進めていますが、試行校以外の４

校については、配膳室の設置等について課題があり、学校との調整が必要となっ

てきます。 

 

 (4) 教職員の福利厚生事業の支援 

    【施策の方向】 

     教職員の福利厚生事業の支援をします。 

    

【取組の概要】 

      教職員の健康を確保し、活力ある教育の推進を図るため、人間ドック受診への補

助金の交付を行いました。 
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      互助会会員４７３人のうち、人間ドック受診者は２３９人で、そのうち２３５人

の教職員が人間ドック受診のための補助金の交付を受けました。 

 

【課題等】 

      人間ドック受診者に対する補助金の交付率は、平成２４年度が８０％台であった

のに対し、平成２５年度は９６．７％、平成２６年度は９８．３％と向上しました。

今後もこの交付率を維持するために、周知徹底を図る必要があります。 

 

(5) 保護者の経済的負担軽減 

  【施策の方向】 

教育の機会均等を図るため、学校教育法に基づき児童、生徒の保護者の経済的な負担

軽減を図ります。 

   【取組の概要】 

      経済的理由により、就学が困難な児童、生徒の保護者に対して援助を図るため、

次の事業を実施しました。 

要保護及び準要保護児童、生徒援助事業 

        補助対象児童、生徒  １，３３４人（児童 ７９９人、生徒 ５３５人） 

        支給対象項目  給食費、学用品費、通学用品費、新入学学用品費、 

校外活動費、医療費、修学旅行費、体育実技用具費 

 

【課題等】 

      現在、就学援助の支給対象項目は、給食費、学用品費など８項目ですが、そのう

ち体育実技用具については現物支給するなど、保護者負担の軽減に努めています。

さらに、平成２７年度の中学校給食試行開始に向けて、支援体制の構築に努める必

要があります。 

 

【点検評価委員の主な意見】 

○ 各種健康診断の円滑な実施、給食施設・設備の充実、中学校給食の試行開始に向

け努力されたことを評価し、引き続き児童、生徒の健康保持増進が図られることを

期待したい。 

○ 給食については、安全かつ衛生的な環境維持が重要であり、施設整備はもとより

職員の意識啓発のための研修などに意を注いでほしい。 

○ 小学校給食に加え、中学校給食においても地産地消を推進し、安全安心で栄養バ

ランスの取れた学校給食の実施を期待したい。 
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○ 中学校給食の試行開始に当たっては、食育の推進等に向けての状況把握について

も十分配慮しながら進められたい。 

 

 

評 価 

◎ 児童、生徒は学校生活においては健康で安全に過ごすことができ、小学校給食は地

産地消の取組や栄養士を中心に教職員・家庭も含め食育を推進するなど円滑に実施し

ました。また、学校給食における「アレルギー対応」について、国のガイドラインや

県のマニュアルを参考とし、「座間市学校給食アレルギー対応マニュアル」を作成し

ました。 

◎ 中学校給食については、家庭弁当とデリバリー方式の選択式での試行実施に向け

て、学校給食庁内検討委員会で引き続き課題の抽出を行い検討を重ねました。 

また、調理等委託契約については、公募型プロポーザル方式により委託契約を締結

いたしました。さらに、平成２７年度２学期中の試行開始に向け、臨時栄養士、非常

勤事務職員の雇用や栄養管理システムの構築を行いました。今後、平成２７年６月に

試食会を実施し、その後アンケート調査を行う予定です。 

◎ 福利厚生事業においては、教職員の健康を第一と考え、人間ドック受診者への補

助金の交付を実施しました。 

 

 

３ 教育活動 

 

＜総合計画における目標＞ 

子どもたちは、家庭･学校・地域の中で各々の個性を尊重し、ともに学び合うことを通して一人

ひとりが豊かな心をはぐくみ、生きる力を培い、明るく元気な生活を送っています。 

 

(1) 教育指導の計画的実施 

【施策の方向】 

豊かな心をはぐくむための教育指導を計画に基づき、一人ひとりの学びを高めます。 

     

【取組の概要】 

       座間市内小・中学校の学校教育目標である「児童、生徒の豊かな心の育成」の実

現に向け、学校・家庭・地域が同じ方向に向かって座間市の将来を担う子どもたち
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の育成に努めました。 

     ① 「豊かな心を育むひまわりプラン」の推進 

・ 児童、生徒に対しては、全校朝会、学級活動、行事等機会のあるごとにひまわ

りプランに関連する内容を指導し、また学校だより等を通して周知しました。 

・ 保護者に対しては、新入生説明会でリーフレットを配付し、概要説明をすると

ともに、保護者会、学級懇談会等の機会に説明しました。また、教育指導課と生

涯学習課とが連携を図り、ＰＴＡ役員に対する研修会で説明をしました。さらに、

学校だよりを通して周知に努めました。 

・ 地域に対しては、自治会掲示板にポスターを掲示して周知に努めました。 

・ 豊かな心を育むひまわりプラン推進委員会を中心に、座間の子どもたちが、郷

土への愛と誇りを持つための一助として作成した、副読本「郷土の先人に学ぶ」

を小学校６年生以上に配本しました。 

     ② Ｑ－Ｕ(※1)の実施 

・ 児童、生徒が満足した学級や学校生活を過ごせているかを把握し、学級担任等

がその結果を指導に反映させ、児童、生徒がより充実した学校生活を過ごせるよ

う取り組みました。 

・ Ｑ－Ｕの効果的な利用のために、分析結果の活用について理解を深める研修に

講師を派遣しました。 

③ 学校図書館司書の配置 

・ 小学校全校（１１校）と中学校全校（６校）に司書資格を持つ非常勤職員を各

校１人配置したことにより、朝の読書活動で読むことのできる本の紹介や新刊本

の紹介等を行うことができました。 

・ 教職員と学校図書館司書が協力して本の整理整頓や環境整備を行うことにより、

学校図書館の雰囲気がとても明るくなり、児童、生徒が気軽に学校図書館を利用

するようになりました。その結果、本の貸出し冊数が大幅に増加した学校もあり

ました。 

・ 小学校では、本の読み聞かせボランティアと連携し、低学年のうちから本に親

しむ機会を作ることができ、児童の読書活動の推進に大変役立っています。 

・ 中学校では、ベストセラーになった本を含め、新刊がいち早く生徒の手に届く

環境になり、生徒の読書離れに歯止めをかける一助となっています。 

・ 学校図書館司書が市立図書館の蔵書を確認し、学校にない本を市立図書館から

                            
(※1) Ｑ－Ｕ 

Questionnaire-Utilities の略で「級友」という意味も兼ねている。児童、生徒へのアンケートで学級改善を図る

もの。「気軽に話せる友達がいる」等の小学生は 12問、中学生 40問の簡単な質問に答えることで、子どもの状況

やそのクラスの状況を分析し、そのためにどのように対策をしていくかを担任が把握できます。 
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借りて授業に活用した学校もあり、市立図書館との連携が進んでいます。 

 

【課題等】 

①  「豊かな心を育むひまわりプラン」の推進 

        平成２６年度から新規に取り組んだ「道徳教育研修会」を充実させ、また、本

プランをより一層地域へ周知するよう取り組みます。 

     ② Ｑ－Ｕの実施 

 Ｑ－Ｕの効果的な活用のために、教師へのアンケートを実施して、改善を図り

ます。 

③ 学校図書館司書の配置 

 学校の教職員だけではなく、本の読み聞かせボランティアや市立図書館とも連

携した取組を継続していきます。 

 

(2) 地域連携による学校づくり 

   【施策の方向】 

地域の人々と連携して、地域の特色を生かした学校づくりや安心して学べる環境づく

りに努めます。 

     

【取組の概要】 

① こころときめきスクール推進委託事業 

・ 主に座間市に在住、在勤する知識や経験の豊かな方々を指導協力者として依頼

しました。 

 

 

 

 

・ 小学校では米作り体験、ネイチャーゲーム等の指導や大凧や日本の伝統文化の

講話をしていただきました。また、各学校で実施している事業の講師について、

講師の許可を得て、講師に関する情報の共有化を図り、事業の充実を図りました。 

・ 中学校においては、携帯電話教室や福祉体験など各学校の実情に応じた取組を

実施しました。また、市内や近隣市の事業所で職業体験を行いました。 

・ 継続的に地域の方々と連携を進める中で、特色あり、魅力のある学校の伝統や

校風が形成されてきました。 

・ 小学校研究部会において、講師に関する情報の共有を図りました。 

    年 度 

項 目 
平成22年度 平成23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成26年度 

協力者数 1,770 人 1,344 人 1,799 人 1,707 人 1,457 人 
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② 中学校部活動指導者派遣     

      ・ 部活動の専門的技術を補うために、学校の実情に合わせ、顧問教員の協力者と

して学校の教育方針に合った指導者を派遣しました。 

      ・ 指導者全員に、派遣事業に係る確認事項、子どもから信頼される指導者の在り

方、体罰の禁止などについて説明会を実施しました。 

    年 度 

項 目 
平成 22年度 平成23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成26年度 

指導者数 24 人    23 人    25 人    25 人     26 人  

指導日数 1,320 日 1,320 日 1,250 日 1,250 日 1,250 日 

③ 学校安全対策 

  ・ 学校への不審者侵入、登下校時の不審者又は変質者との遭遇等に備え、学校安

全対策嘱託員を１人配置して学校の安全管理体制の充実と安全意識の向上を図

りました。また、小学校においては自治会や地域の方々や保護者の協力により登

下校の安全を見守ったり、中学校においては地域の方々や保護者の協力により地

域パトロールを実施したり、地域の方々と学校が連携して安全・安心な環境づく

りに努めました。 

・ 防犯ブザーを小学校の児童（１年生）に支給することで、安全意識を高揚する

とともに、事故を未然に防ぐことに役立てました。 

年 度 

項 目 
平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 

安 全 対 策 嘱 託 員 勤 務 日 数 243日   244日   245日   244日   244日 

防 犯 ブ ザ ー 購 入 配 付 個 数 1,237個 1,180個 1,080個 1,240個 1,250個 

 

    【課題等】 

① こころときめきスクール推進委託事業の継続 

・ 小・中学校においては、教科の授業時数が増加し、総合的な学習の時間や学校

行事の時間が減尐し、行事の精選を図らなければならない状況があります。地域

の方々や異世代との交流を大切にした教育活動を継続して工夫・展開し、行事の

精選に努める必要があります。 

② 中学校部活動指導者派遣  

 ・ 生徒の技術や意欲の向上、また教員の指導力向上、さらに、部活動の活性化へ

の支援として、指導者派遣の継続増員に努める必要があります。 

・ 新規申請の指導者に対して、体罰禁止を含めた外部指導者としての役割等を徹
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底するために、面談を継続していきます。 

 

③ 学校安全対策事業 

 小学校においては、自治会や地域の方々、保護者の協力により、地区ごとに登

下校時の児童の安全を見守っていただいています。また、不審者等の情報に関し

て学校と連携、共有を図り、できるだけ迅速に学校に情報を配信し、適切な対応

を行うとともに、学校安全対策嘱託員の活用を更に継続していきます。 

 

(3) 児童、生徒に適した指導・支援 

【施策の方向】     

障がいのあるなしにかかわらず、児童、生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、

その持てる力を高めるために適切な指導及び支援を行います。 

     

【取組の概要】 

・ 特別支援教育事業において、障がいの有無にかかわらず教育的ニーズのある子

どもに対して適切な支援をすることを目指し、きめ細やかな支援を行いました。 

・ 介助員、補助員を対象に、養護学校と連携を図り、地域支援員を講師として研

修会を実施し、資質の向上に努めました。 

 

    年 度 

項 目 
平成 22年度 平成23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成26年度 

特別支援学級 

在籍児童生徒数 
127 人 138 人 147 人 154 人 158 人 

        ・ 市内の小・中学校の特別支援学級には、障がい児の身辺処理の介助や移動時の

安全確保のために障がい児介助員を１人増員し、１９人配置しました。 

・ 介助員は担任教諭の指示により職務に従事することで、担任教諭は集団全体に

目を向けた指導に専念できるなど、特別支援教育の充実が図られました。 

        ・ 通常級に在籍する、ＬＤ(※1)、ＡＤＨＤ(※2)、高機能自閉症等配慮を要する児童、

                            
(※1)

ＬＤ 

Learning Disorders ,Learning Disabilities, (学習障害)の略で、基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、

聞く、話す、読む、書く、計算する又は推論する能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状

態を指すものです。 
(※2)

ＡＤＨＤ 

Attention Deficit /Hyperactivity Disorder(注意欠陥／他動性障害)の略で、「不注意」、「多動性」、「衝動性」の

三つの面で主に障害が見られますが、個人によってその症状は様々に異なります。 
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生徒に対し、きめ細かな支援を行うために、特別支援教育補助員を１人増員し、

１３人派遣しました。担任と協力して学習に困難を来している児童、生徒の学習

支援を中心に支援しました。また、人間関係づくりに困難さを感じている児童、

生徒に対しては、社会性が身に付くようサポートすることができました。 

    年 度 

項 目 
平成 22年度 平成23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成26年度 

専任教諭数 46 人 46 人 44 人 46 人 46 人 

介助員数 15 人 16 人 17 人 18 人 19 人 

補助員数  9 人 11 人 12 人 12 人 13 人 

      

【課題等】 

介助員・補助員の適切な活用のために、今後更に養護学校と連携を図り、地域支

援員を講師とした研修を継続し、研修の内容を深めていきます。 

 

(4) 情報化・国際化教育の推進 

【施策の方向】 

情報化社会に対応する能力の育成と国際社会への関心、意欲を高める教育を推進しま

す。 

 

    【取組の概要】 

① 小・中学校外国語教育推進事業 

 外国人英語指導講師派遣の実施 

    国際社会の一員として世界の人々と心を開いて交流することができるよう、

小・中学校とも外国人英語指導講師の業務を委託し、外国語活動の授業に派遣し

ました。 

（小学校）目  的：外国人英語指導講師とのコミュニケーションにより英語に

親しむ。 

        派遣回数：全小学校５、６年生の全クラスに平均１８回程度派遣 

（中学校）目  的：英語教育の充実と国際理解を深める。 

        派遣回数：全中学校の全クラスに平均１８回程度派遣 

② 外国人子女日本語指導等協力者派遣事業 

      ・ 日本語指導を必要とする児童、生徒のために、学校の要請に応じて日本語指導

等協力者を派遣し、学習及び生活の両面から円滑な学校生活が送ることができる

よう支援しました。 
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・ 個人面談の折には通訳者を派遣し、保護者の教育相談にも対応しました。 

 

〔日本語指導等協力者派遣回数〕 

   年 度 

項 目 
平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 

指導回数 436 回 445 回 446 回 448 回 450 回 

通訳回数  12 回  12 回  12 回  12 回 12 回 

 ③ 情報化教育の推進 

  ・ 情報機器を活用した学習指導について、教職員に対して研修や情報教育推進会

議で情報交換・情報共有を行い、パソコンや電子黒板、大型テレビ、実物投影機

などＩＣＴ機器を活用した授業の推進を図りました。 

・ 情報モラル教育については、教育研究事業として取り組むとともに、外部団体

とも連携しながら各学校の支援を行いました。 

 

【課題等】 

① 小・中学校外国語教育推進事業 

 今後も、外国人英語指導講師を通じて外国人との交流に慣れ、聞くこと、話す

ことの活動を中心に、音声や基本的な表現に慣れ親しませながら、コミュニケー

ション能力の素地を養うために更に継続していく必要があります。 

② 外国人子女日本語指導等協力者派遣事業 

 今後も、日本語指導を必要とする児童、生徒に対して、学習指導や生活指導に

つながる、個に応じた支援を継続していく必要があります。 

 

(5) 調査研究や研修講座の充実 

【施策の方向】 

教育内容を充実し、特色ある教育を推進するため、調査研究や研修講座の充実を図り

ます。 

     

【取組の概要】 

     ① レッツトライひまわり環境ＩＳＯ推進事業 

      ・ 各学校で行っている環境に優しい活動を継続、発展させるため、ひまわり環境

ＩＳＯ委員会を年に２回開催し、教科等での環境学習や植栽、省エネ、リサイク

ル活動など各校の工夫を共有し合うとともに、更なる推進が図れるよう協議しま

した。 
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・ 各学校では、「レッツ トライ ひまわり環境ＩＳＯ」を推進するため、重点目標

を決め継続した取組を行いました。 

      〔「レッツ トライ ひまわり環境ＩＳＯ」推進校〕 

   年 度 

項 目 
平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成26年度 

推進校数 17 校 17 校 17 校 17 校 17 校 

② 教育研修事業 

     ３領域（学校経営研修・教育指導研修・課題研修）、１２研修会・１講習会に

関して外部講師を招へいし、学校現場に対応した内容、実践的な内容を基本とし

て研修を実施しました。 

     例えば、段階的に応じた市主催の研修としては、 

      初任者  …学級経営、児童、生徒理解、道徳教育など４回の研修を実施 

      中堅教員…総括教諭研修会、児童生徒指導研修会、校内研究担当者研修会 

      管理職  …校長研修会、教頭研修会 

     などを実施し、多くの教職員が参加しています。 

経験年数に応じた法定研修や延べ１４日間にわたる校外初任者研修等、県主

催の研修も多く実施されており、教職員が幅広い内容で研さんを積めるよう研

修事業を行っています。 

     ③ 教育研究事業 

・ 市内の小・中学校教職員２４人を教育研究員に委嘱し、教育に関する基礎的、

専門的な分野や学校現場における今日的課題について調査研究を行いました。 

 

研 究 員 会 等 研   究   課   題 

小学校社会科教育研究

員会 

小学校社会科の地域学習をより効果的にするため、小学校

社会科副読本の見直しと活用に関する調査研究を行う。 

座間の自然研究員会 
理科資料集の改訂を進めるとともに、「春の草花写真シー

ト」を作成する。 

教育課題研究員会 
座間の郷土史における偉人の功績を調査し、その成果を教

育資料としてまとめ、教材化する。 

環境教育研究員会 
環境学習ガイドブックの見直しを進めるとともに、環境学

習ガイドブックの活用に関する調査研究を行う。 

情報教育研究員会 
情報モラル教育について、実態調査を基にカリキュラムや

教材等に関する調査研究を行う。 
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教育史研究員会 
座間の教育史編さんに向けた調査研究を行うとともに、

「座間市教育史 資料編」の編集に協力する。 

個別課題研究員 
指導法等に関して、教育実践を踏まえ専門性に依拠した個

別の課題調査を行い、研究の成果を発表する。 

情報教育アドバイザー 

小・中学校のコンピュータを活用した教育活動に支援を行

うため、各学校を訪問する。授業支援を行うとともに、研

修を実施する。 

・ 研究の成果については、「教育研究」、「研究紀要」として教育研究所のホームペ

ージに掲載するとともに、座間市教育研究所研究発表会及び神奈川県教育研究所

連盟研究発表大会では、教育史研究員が発表をしました。テーマは、「座間市教育

史第一巻近代資料編の刊行 ～郷土愛の育成につながる基礎資料～」で、市民、

学校関係者及び児童、生徒が座間が気品ある教育尊重の町であったことを知り、

郷土に愛着と誇りを持てるようになることを期待して「座間市教育史第一巻近代

資料編」を発刊したことについて発表しました。 

・ 教育課題研究員会では、副読本「郷土の先人に学ぶ」を活用した道徳の授業に

ついて実践研究し、授業指導案を各校に配付しました。 

④ 教職員研修事業 

・ 教職員の資質向上を目的として、社会科教育研修講座、理科教育研修講座、環

境教育研修講座、情報教育研修講座、教育相談研修講座、外国語教育研修講座等

の各種研修を実施しました。また、各学校や他機関で行っている研修を考慮の上、

研修の内容を教職員のニーズに合った内容に見直し、授業づくり研修講座、豊か

な心を育む研修講座を新設しました。 

・ 市民への公開講座として教育教養研修講座も継続して実施し、教育に関する理

解を得るための啓発活動も進めました。 

⑤ 教育史編さん事業 

 教育史編さんでは、「座間市教育史第二巻」の発刊に向けて、原稿の編集作業、

収集資料の整理などを行いました。 

 

【課題等】 

① レッツトライひまわり環境ＩＳＯ推進事業 

 今後も、児童、生徒が環境に対して高い意識を持ち、持続可能な社会づくりに

貢献できる人材の育成の一助として継続していく必要があります。 

② 教育研修事業 

 初任者、中堅教員及び管理職のそれぞれの段階に応じて、今日的課題にも速や
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かに対応できるような研修の実施に努めていく必要があります。 

③ 教育研究事業 

 調査研究の成果を活用できるようにするために、刊行物や研究発表会等での周

知を行います。 

④ 教職員研修事業 

 今日的課題や教職員のニーズに合った研修を行うために、他機関で行う研修内

容も考慮した上で研修を計画していきます。 

     ⑤ 教育史編さん事業 

・ 本市の教育史に関する歴史的価値を持つ資料は、消滅のおそれがあるため、早

急に収集、整理を行うことが課題となっています。 

・ 本市の教育の歴史を後世に伝えるために、教育史の編さんとその内容の発刊を

継続していく必要があります。 

 

 (6) 教育相談体制の充実 

    【施策の方向】 

教育に関する相談体制の充実を図ります。 

     

【取組の概要】 

① 教育相談事業 

 ・ 相談件数が増加するとともに相談内容が多様化しているため、学校及び関係機

関と連携を図るとともに、様々な方策により、多様なケースに対応しました。 

 

電話・来所相談 

電話又は来所による教育相談により、児童、生徒の教育

相談及び学校の教育相談を援助する。（教育相談員・教育

心理相談員） 

心理判定による支援 

特別な配慮を要する児童、生徒の発達検査や行動観察を

行い教職員や保護者が児童、生徒に適切な支援ができる

よう助言や援助を行う。（心理判定支援員・教育心理相談員） 

学校巡回教育相談 

小・中学校を巡回し、教職員や保護者から児童、生徒の

問題や指導に関わる教育相談を受け、問題の解決や回復

のための助言や援助を行う。（教育相談員・適応指導教室

専任教員・教育指導員・教育心理相談員・家庭訪問相談

員等） 
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教育相談コーディネー

ター会議 

小・中学校の教育相談コーディネーターが一堂に会し、

情報交換や事例研究等を通して、学校教育相談の在り方

についての研さんを積む。また、小学校と中学校の教育

相談における連携を深める。年４回開催する。 

心のフレンド員派遣 
不登校対策の充実を図るため、中学校に学生ボランティ

アを派遣する。 

スクールソーシャルワ

ーカー活用事業（県）及

びスクールソーシャル

ワーカーの配置（市） 

問題を抱える児童、生徒が置かれた環境への働き掛けや

関係機関とのネットワークの構築など、多様な支援方法

を用いて、児童、生徒の問題行動等の予防や早期解決に

向けた対応を図る。 

・ 電話又は来所相談では、平成２６年度は延べ１，２４８回、件数にして２１４

件の相談を行いました。（平成２４年度１，０８９回・２４１件、平成２５年度

１，２８４回・２４５件） 

相談内容としては、学校生活に関する内容が４３％、不登校に関するものが４

２％、家庭生活に関する内容が７％でした。 

また、厚木児童相談所、県立総合教育センターなど関係機関や庁内関係課とも

連携を図りながら、教育相談を行いました。 

・ 教育心理相談員や心理判定支援員がより専門的な立場で面接・観察・心理テス

トなどを行い、対象者の持っている資質や行動の特徴をつかみ、相談に役立てる

ことができました。 

・  教育相談コーディネーターを中心とした校内支援体制が整えられたこと、また、

中学校６校に派遣している「心のフレンド員」の活用が十分なされることで、い

じめや不登校問題の早期の対応がなされました。 

・ スクールソーシャルワーカーが、問題を抱えた児童、生徒とその環境への働き

掛けを行い、学校だけでは対応が困難な事例について生活援護課、関係機関等と

連携して支援を行いました。 

② 適応指導教室事業 

・ 適応指導教室「つばさ」では、専任教員、教育指導員、専任指導員及び専任助

手を配置し、適応指導教室に通う児童、生徒個々に応じた支援の充実を図ってき

ました。臨床心理士の資格を有する教育指導員は、通室児童、生徒の心理的な問

題に対応していくことができました。進路選択に取り組む中学３年生（７人）に

は、きめ細かな支援を行い、全員が高校や専修学校に進学することができました。 

・ 様々な要因により適応指導教室に入室していない児童、生徒の支援のため、家

庭訪問相談員による家庭訪問を行いました。 
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・ スタッフの資質向上を目指す研修を行い、心理の専門家に不登校児童、生徒へ

の支援方法の指導、助言などを受けました。 

 

【課題等】 

① 教育相談事業 

・ 平成２６年度も相談回数が多く、相談内容も複雑になってきています。そのた

め、家族や本人との相談が長期間にわたるケースや、福祉・医療などの他機関と

の連携が必須なケースも出るなど、対応が難しくなってきています。 

・ 子どもへの支援と並行して家庭環境の調整などが必要なケースは、スクールソ

ーシャルワーカーや生活援護課等と連携した支援が必要になっています。 

・ 教育相談コーディネーターがキーパーソンとなり、校内・校外の関係者との連

絡や調整を行っています。また、ケース会議の運営などに力を発揮できるような

体制づくりが進んでおり、継続して教育相談コーディネーターの育成に努めます。 

② 適応指導教室事業 

 不登校の児童、生徒が在籍する学校の学級担任との情報共有と連携を密にし、

それぞれの役割を持った適応指導教室のスタッフが協力して取り組む必要があり

ます。そのため、学級担任等には児童、生徒の様子を継続的に情報提供します。 

 

【点検評価委員の主な意見】 

○ 児童、生徒の「豊かな心」を育成するために、「豊かな心を育むひまわりプラン」

の推進に努力されていることを評価するとともに、本年度刊行された副読本「郷土

の先人に学ぶ」について、活用事例の研究が活発に行われることを期待したい。 

○ 学校における読書活動への取組を評価するとともに、幼稚園等との連携による幼

児期での継続にも努力され、ブックスタート（※1）から始まる幼・小・中一貫した活

動の定着を期待したい。 

○ 学校図書館の環境整備に当たっては、今後も教職員と学校図書館司書が連携して、

児童、生徒の更なる利用が図れる図書館づくりに努力されたい。 

○ 総合的な学習の時間が減尐している状況ではあるが、地域の方々や異世代との交

流を大切にした教育活動の展開について、今後も工夫した取組に期待したい。 

 

                            
（※1）

ブックスタート 
英国で始まった運動で、赤ちゃんと保護者が「絵本を通して心ふれあう楽しいひとときを分かち合うこと」を応

援する運動です。 
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○ 特別支援学級における障がい児介助員や特別支援教育補助員の増員を評価し、今

後もきめ細かな支援を行うための更なる充実が図られることを期待したい。 

○ 教職員一人ひとりのライフステージに応じて必要とされる指導力、資質能力の向

上を目的とした研修の充実に努力されていることを評価し、更に教職員のニーズも

踏まえたきめ細かな研修の実施を期待したい。 

○ 不登校対策における「適応指導教室」の充実は大いに評価するが、入室までに至

っていない児童、生徒の綿密な状況把握に努めるとともに、関係機関との連携・協

力に努力されたい。 

評 価 

◎  「豊かな心を育むひまわりプラン」推進の手立ての一つである副読本「郷土の

先人に学ぶ」を発刊しました。今後は活用事例を広め、市全体で取り組むよう努

めます。 

◎  こころときめきスクール推進委託事業を通して、各学校が自校の児童生徒の実

情から判断された、必要な支援について、地域の教育力を生かして教育活動に取

り組み、子どもたちの社会性、自主性、創造性等の豊かな人間性を育成していま

す。地域全体で子どもたちを育む体制づくりや地域社会全体の教育力の向上に繋

げるためにも地域連携による学校づくりを更に継続していくよう努めます。 

◎   障がいのあるなしにかかわらず、子どもたち一人ひとりの教育的ニーズに応じ

た適切な支援を進めるという基本理念の下、介助員・補助員の適正配置に努めて

います。今後も、介助員・補助員の有効かつ適切な活用をするために養護学校と

連携を図り、より実践的な研修で指導力向上を推進していきます。 

◎  文部科学省の英語教育の方向性をいち早く把握して、小学校高学年の外国語活

動の教科化や中学年の外国語活動が有効かつスムースに導入できるように、学校

と調整を図り、外国人英語指導講師事業をさらに推進していきます。 

◎ 教職員が研究や研修を通して資質や指導力を向上させることは、子どもたちの

人間形成にプラスの影響を与えるものです。教職員のニーズだけでなく喫緊の課

題に即応した、多くの教職員が参加できる研修の推進に努めます。 

◎ 教育相談ついては、相談件数の増加や相談内容の多様化を受け、そのケースに

合った対応を行っていくことが不可欠となります。そのため、教育心理相談員、

心理判定支援員、家庭訪問相談員、スクールソーシャルワーカーなどの専門性を

生かした人の配置を行うとともに、学校の教育相談コーディネーターや生活援護

課、子育て支援課等とも連携をとりながら児童、生徒や保護者、教職員等に対応

していきます。 
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４ 生涯学習 

 

＜総合計画における目標＞ 

市民は、自ら関心のある生涯学習や社会の要請にこたえた学習に積極的に取り組み、その成果

を生かした豊かな生活を送っています。 

 

(1) 学習機会と拠点施設の充実 

【施策の方向】 

学習機会の提供に努めるとともに、学習活動の拠点となる施設の充実及び機能強化を

図ります。 

     

【取組の概要】 

① 市民大学運営事業 

       相模原市・座間市との共催で「公益社団法人相模原・町田大学地域コンソーシア

ム」に委託して実施し、市民の学ぶ意欲を支える学習機会の場として多くの市民が

受講しました。 

年度 

項目 
平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 

コース 17 18 19 18 18 

科目数 33 33 37 35 31 

参

加

者

数 

座間市 266 人 254 人 271 人 292 人 299 人 

相模原市 1,151 人 1,355 人 1,537 人 1,430 人 1,354 人 

その他 63 人 51 人 50 人 72 人 60 人 

合 計 1,480 人 1,660 人 1,858 人 1,794 人 1,713 人 

② 市立公民館学級・講座開設事業 

       親と子が共に育つ教室、不登校を語る会、あすなろ大学等の学級・講座を実施し

ました。 

年度 

項目 
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

事

業

数 

座間市公民館 17 14 15 13 15 

北地区文化センター 20 17 19 18 20 

東地区文化センター 24 17 21 18 17 

合 計 61 48 55 49 52 
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参

加

者

数 

座間市公民館 426 人 389 人 314 人 366 人 440 人 

北地区文化センター 1,038 人  951人  854人 1,002 人 1,224 人 

東地区文化センター 737 人 411 人 706 人 810 人 1,109 人 

合 計 2,201 人 1,751 人 1,874 人 2,178 人 2,773 人 

③ 生涯学習フェスティバル開催事業 

      ・ 実行委員会形式で、ハーモニーホール座間小ホール、図書館、市立公民館、野

外会場等で団体の活動紹介、体験等を多くの市民にアピールしました。 

年度 

項目 
平成22年度 平成23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 

参加団体数 － － 120 団体 141 団体 123 団体 

参加者数 － － 3,307 人 2,417 人 2,206 人 

実施期間 － － 2/15～3/15 2/15～3/16 2/15～3/15 

※現在の実施形式が平成２４年度からのため、比較表も平成２４年度からとしまし

た。 

④ 座間市公民館設備整備事業 

      ・ 保育遊具（プレイクッションＡ・丸型のみ２個セット）購入 

     ⑤ 北地区文化センター設備整備事業 

      ・ 学習室用折りたたみテーブル４台購入 

      ・ ピアノ用椅子２脚購入 

      ・ ロビーチェア２台購入 

      ・ 和室用スツール１２脚購入 

      ・ 館内耐震診断実施 

⑥ 東地区文化センター設備整備事業 

      ・ 学級・講座等事業用ポータブルワイヤレスアンプ更新 １台 

      ・ 第１集会室用椅子・台車購入 １００脚 

      ・ 第１集会室音響設備一式の購入 

      ・ 館内耐震診断実施 

⑦ 図書館資料整備事業 

        効率的な選書を行いリクエストに対応するとともに、寄贈図書の活用も含めて

蔵書の増加、充実に努めました。 

   年度 

項目 
平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 

蔵 書 冊 数 395,445 冊 403,341 冊 405,801 冊 406,507 冊 406,942 冊 
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購 入 冊 数 11,228 冊 10,381 冊 10,892 冊 11,502 冊 10,739 冊 

寄 贈 冊 数 5,558 冊 6,892 冊 4,481 冊 3,956 冊 4,277 冊 

除 籍 冊 数 14,100 冊 11,737 冊 13,434 冊 12,506 冊 14,591 冊 

貸 出 者 数 237,780 人 230,356 人 227,379 人 216,610 人 218,701 人 

貸出資料数 976,755 点 954,615 点 958,512 点 916,233 点 929,766 点 

※蔵書冊数には「不明本」等が含まれる。 

※貸出資料数には視聴覚資料が含まれる。 

 

【課題等】 

     ① 市民大学運営事業 

関係機関との連携を密にし、新規参加校の検討及び新たな受講者（１０代～５

０代）の拡大、広く市民へのＰＲを行い、幅広い学習機会の提供が必要です。 

     ② 市立公民館学級・講座開設事業 

市内３館学級・講座開設事業においては、講座終了後の市民の新たな活動や学

習の援助について、時代に即した職員のスキルアップが求められることから、定

例の職員会議に加え、様々な研修に参加するなど、日頃から現実に即した課題に

取り組むための姿勢を持つ必要があります。 

     ③ 生涯学習フェスティバル 

毎年度、実行委員会にて様々な意見を聞いた中で事業内容の精査を行い、より

多くの市民が参加してもらえるイベントの検討を行い生涯学習の一層の振興を

図ることが必要です。 

④ 施設整備事業 

        各施設の老朽化等に伴い定期的な点検修繕の必要性が高くなっており、今後も

各館が設定した年度別大規模修繕計画に沿って施設設備を更新し、利用者の利便

性を図る必要があります。 

 

(2) 学習環境の整備 

   【施策の方向】 

学習情報の収集・提供体制、学習相談体制を確立し、学習環境を整備します。 

    

【取組の概要】 

① 家庭教育推進事業 

日頃閉じこもりがちな親たちが子育てが楽しいと思えるような状態になるよ
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うに、子育て中の親を対象に、家庭教育に関する事業及び夫婦を対象にした子育

て講座の提供や市民自身が開く講座等への援助を行い、多数の参加を得ました。 

・ こころの育児講座 

子育て中の親を中心にした講座を開催しました。 

年度 

項目 
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成 26年度 

参加者数 65 人 87 人 91 人 125 人 113 人 

・ 家庭教育推進講座 

         平成２６年度より夫婦で参加できる子育て講座を開催しました。 

           男性２０人・女性２２人  合計４２人 

・ 家庭教育研究集会 

小・中学生を持つ保護者を対象に「子どもの中に潜む闇」～子どもを笑顔にす

るために～をテーマに講師を招いて開催しました。 

年度 

項目 
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成 26年度 

参加者数 383 人 265 人 253 人 340 人 243 人 

 

・ 子育て家庭教育講座 

小・中学校１７校での開催のほか、公募により、「家庭教育委託講座」の企画・

運営を実施する団体の開催する講座に対し補助金を交付しました。 

年度 

項目 
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

小・中

学 校 

実施校数 17 校 17 校 17 校 17 校 17 校 

参加者数 2,881 人 2,430 人 2,362 人 2,218 人 2,726 人 

団 体 実施団体数 5 団体 4 団体 4団体 5団体 4団体 

参加者数 339 人 200 人 162 人 204 人 230 人 

・ 子育てフェスティバル 

         子育て支援ネットワーク主催により、ハーモニーホール座間小ホール、ギャラ

リー、会議室等で遊びコーナーや講座等を開催しました。 

年度 

項目 
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成 26年度 

参加者数 900 人 823 人 595 人 719 人 744 人 

       ※平成２２・２３年度は実行委員会形式で実施。 
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・ 市立公民館学級・催し物 

市公民館では、保育付きの学級を開催しました。また、子育てサロン等乳幼児

を持つ親同士、地域の世代の異なる保護者との交流の機会を作りました。 

年度 

項目 
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成 26年度 

座間市公民館 2,159 人 2,073 人 2,460 人 2,465 人 3,227 人 

北地区文化センター 604 人 362 人 413 人 498 人 421 人 

東地区文化センター 243 人 263 人  432人 412 人 422 人 

合 計 3,006 人 2,698 人 3,305 人 3,375 人 4,070 人 

② 本と友達事業 

平成２６年度は、健康部所管の「もぐもぐ教室」（※1）を活用し、乳幼児及び保

護者を対象に、読書の重要性と図書館の必要性を理解してもらうとともに、親子

のコミュニケーション手段の一つであるブックスタートの前段階となる事業と

して位置付け、事業を展開しました。 

 

    【課題等】 

     ① 家庭教育推進事業 

 子育て中の親の現状を研究し、現状に合った講座の提供及び援助を行っていく

ことや、家庭教育に対する意識の向上を図り、「豊かな心を育む家庭教育の推進」

を進めていく必要があります。 

② 本と友達事業 

平成２６年度からスタートした健康部所管の「もぐもぐ教室」を活用し、読書

の重要性と図書館の必要性に理解を求めるための事業として実施しております

が、次年度以降ブックスタート事業につなげていく必要があります。 

 

(3) 市民自主企画講座の支援 

   【施策の方向】 

     市民自主企画講座の支援体制の充実を図ります。 

【取組の概要】 

       市民自主企画講座開設事業 

        市民の生涯学習に取り組む団体の支援と自主的運営を推進し、自ら見付けた課

題を基に企画、運営を進めるため「市民自主企画講座」を募集して、生涯学習推

                            
（※1）

もぐもぐ教室 
健康づくり課が主催し、生後７～８か月の乳児とその親を対象として離乳食の与え方等の指導をする教室です。 
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進のために、自主的団体やグループの学習活動を支援するとともに、指導者や専

門的知識を持った人材の育成を行いました。 

年度 

項目 
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成 26年度 

実施団体数 5団体 5団体 3団体 4団体 4団体 

参加者数 817 人 511 人 242 人 246 人 331 人 

       ≪参考≫平成２６年度実績 

団  体  名 回数 タ イ ト ル 

NPO法人くらしと住まいの相談センター 5回 実践「終活」総合講座 

NPO 法人ワンエイド 4回 運動による介護予防認知症予防講座 

NPO 法人 caféきづき 4回 お困りごと、悩みを SSTリーダー高森先生

と一緒に考えましょう 

市民社会論自主学習グループ 4回 市民社会論と現代諸問題 

   

【課題等】 

       市民自主企画講座開設事業 

市内の団体、サークル等に広くＰＲして、自主的な団体や指導者の育成を継続

的に図っていく必要があります。 

 

(4) 生涯学習活動指導者の養成 

   【施策の方向】 

生涯学習活動の指導者を養成し、推進体制の充実を図ります。 

【取組の概要】 

       社会教育指導員設置事業 

        平成２６年度 社会教育指導員配置数  ４人（課１人、３公民館・各１人）  

        「座間市社会教育指導員規則」に基づき、社会教育指導員を委嘱し、生涯学習事

業の特定分野について指導、学習相談、社会教育団体の指導及び育成に当たり、

広く生涯学習の推進を図りました。 

 

【課題等】 

       社会教育団体のボランティア指導者の指導及び育成に当たり、市民の自主的な生

涯学習活動の振興及び拡充を図り、よりきめ細かな生涯学習の推進に当たるため、

関係機関との情報交換や社会教育指導員会議、様々な研修等に積極的に参加し、個々
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のスキルアップを継続的に図っていくことが必要となっています。 

 

(5) 生涯学習施設運営への市民参加推進 

   【施策の方向】 

生涯学習施設運営への市民参加を推進します。 

     

【取組の概要】 

① 市立公民館運営事業 

      ・ 市立公民館では、市民の学習ニーズを取り入れた事業や施設運営を行うため、

公民館運営審議会に意見を求めています。さらに、生涯学習プランに沿った事業

運営を図るため、公民館運営審議会に事業の評価を依頼しています。 

        また、事業のうち多くの住民が参加するイベント等は、市民による実行委員会

形式を取り入れています。講座や集会活動では、各館の利用サークルと企画につ

いて話し合いの機会の場を持ち、共催するなど、地域の学習・文化活動の拠点と

して市民と協働した運営をしています。 

・ 福祉や教育など、地域課題をテーマにした講座の実施には、市内学校、子育て

支援センター、医療法人等他の機関との連携を進め、企画、運営をしています。

また、必要に応じて、ハローワーク、県立博物館等市外の行政機関との連携も進

めました。 

 

② 図書館運営事業  

・ 平成２２年度から｢座間市立図書館を使った調べる学習コンクール｣を企画・開

催しています。 

 

      〔座間市立図書館を使った調べる学習コンクール応募状況〕 

     年 度 

項 目 
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

小・中学生応募数 18 点 19 点 23 点 11 点 12 点 

その他応募数 17 点  9 点  8 点  6 点  6 点 

合 計 35 点 28 点 31 点 17 点 18 点 

・ 生涯学習フェスティバルの一環として文学講演会、製本講座及び「座間図書館

ボランティア友の会」の主催によりワンスモアブックフェアを開催しました。 

・ 事業計画に基づいて、各種事業や毎月の書架整理などを「おはなし会サークル」

や「図書館ボランティア友の会」と協働で実施し、市民協働の拠点となる体制づ
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くりに努めました。 

・ 主に団塊の世代を対象として図書館内に設立した「としょかん情報発信局｣の

調査結果等を館内に展示するなど情報発信活動の場を提供しました。 

 

【課題等】 

① 市立公民館運営事業    

庁内他部局を始め他の福祉施設、医療機関等との連携や、公民館利用サークル

等の市民参加が進みましたが、より地域課題に関わる学習を進めるため、健康、

介護、保育、子育て支援等の庁内他部局の持つ行政課題に関わる教育的な施策と

の整合性、調整を図ることが求められます。 

これまで以上に市民のニーズを幅広く把握するために、公民館運営審議会委員

を各館１人増員し、５人としました。また新しい公民館運営審議会委員の任命は

小学校の校長やＰＴＡからお願いし、学社連携を深める狙いを推進していきます。 

趣味、教養、文化活動では、サークル活動の支援を進め、講座の実施にも、企

画委員会、準備会等を設け、サークルとの協働や公募による市民参加を、より進

めることが求められます。 

② 図書館運営事業 

多様化する利用者の要望に対し、的確に対応し各種事業の参加者を増加させる

ための研究が継続的に必要です。 

 

【点検評価委員の主な意見】 

 ○ 市民大学運営事業、公民館学級・講座開設事業、生涯学習フェスティバル等の幅

広い学習機会の提供に努力されていることを評価するとともに、「市民自主企画講

座」や「家庭教育委託講座」など市民自身が開く講座の支援に一層努力されること

を期待したい。 

 ○ 子育て支援事業の充実を評価しつつ、子どもの発達段階に応じた視点も取り入れ

るなどの工夫も含め、更なる充実を期待したい。 

○ 「家庭教育推進事業」等において、「豊かな心を育むひまわりプラン」の周知やブ

ックスタートの体験を通して、より一層「豊かな心」を育む家庭教育の推進を期待

したい。 

○ 家庭教育の推進や地域連携による学校づくりなどには、指導者や地域協力者の存

在が重要となるので、市民に理解・協力を働き掛けながら「養成講座」などにも意

を注いでほしい。 

 ○ 公民館運営事業の推進に当たっては、市民の学習ニーズを取り入れた事業展開が
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図られていることを評価するとともに、生涯学習プランに沿って更に充実した事業

展開が図られることを期待したい。 

 

評 価 

◎ 市立公民館施設（３館）では、会議室等の机、椅子等の更新を進めています。ま

た、ピアノ、音響機器の修理、入替えをすることができましたが、更に老朽化や利

用者の高齢化等を考慮した設備や備品の更新が求められています。 

◎ エレベーター設置が確定し、より広い層の利用が見込まれます。利用の拡大によ

りニーズや内容を一層深めるとともに、公民館の防災対策や安心できる学習環境の

整備・充実に努めます。 

◎ 市民大学の運営を引き続き「相模原・町田大学地域コンソーシアム」に委託し、

相模原市と一緒に開催するとともに、市民の生涯学習活動を推進するため、市民自

主企画講座や家庭教育委託講座など市民の学習活動の充実を図りました。    

◎ 生涯学習フェスティバルでは、市民及び各サークルの生涯学習意欲を高めるため

に、実行委員会でイベント内容を決め、生涯学習の一層の振興を図りました。 

今後も、引き続き生涯学習フェスティバル、子育て中の親を対象にした心の育児

講座及び夫婦で参加する子育て講座、子育てフェスティバル等を開催し、豊かな心

を育む文化事業の提供に努めます。 

◎ 図書館では、市民の望む学習活動の支援に図書館事業として取り組むため、基本

となる蔵書の整備を進めるとともに、成人向け・児童向けそれぞれに各種講習会・

講座を開催していますが、今後とも資料の充実と学習機会の拡大に努めます。また、

ブックスタート事業の早期実施に努めます。 
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５ 市民文化 

 

＜総合計画における目標＞ 

市民は、芸術文化を親しみ豊かな生活を営むとともに、地域の歴史や文化財への関心を高め、

次世代に伝える活動に取り組んでいます。 

 

(1) 文化施設の整備・維持管理及び運営 

   【施策の方向】 

文化施設の整備・維持管理及び運営の充実により、優れた芸術文化に触れる機会の拡

充を図ります。 

    【取組の概要】 

① ハーモニーホール座間は、平成７年の開館以来、芸術文化活動の拠点として、施

設の管理運営に努めています。平成１８年度からは、指定管理者である公益財団法

人座間市スポーツ・文化振興財団の下、市民各層はもとより、市内外の個人、各種

団体等からも利用され、芸術文化の鑑賞、市民の自主的な芸術文化活動及び発表の

場として活用されています。 

       しかし、開館から１９年が経過し、設備の务化や耐用年数の経過に伴う修繕等が

必要となり、次のとおり大規模修繕事業を行いました。 

・ 大・小ホール舞台機構設備制御部交換修繕 

・ 小ホールホワイエ絨毯
じゅうたん

交換修繕 

・ 大ホール地下１階男子トイレ及び大・小ホール洋式トイレ改修 

     ② 財団の運営事業として、市民が幅広く芸術文化に触れる機会を増やすため、ワー

クショップの発表会を絡めた歌劇やオペラを実施しました。また、アウトリーチ事

業として市内の小学校５校を訪問し、オペラ歌手によるレクチャー・ミニ・コンサ

ートを行いました。 

・ 歌劇「ラ・ボエーム」  

ワークショップ 全２１回（後期）受講者３７人（受講者合計 ５７０人） 

発表会入場者数 ９８３人 

・ オペラ「カヴァレリア・ルスティカーナ」＆「道化師」 

ワークショップ 全１５回（前期）受講者５１人（受講者合計 ４０２人） 

        ※引き続きワークショップ（後期）を行い、平成２７年８月２９、３０日に発

表会を行います。 

      ・ アウトリーチ事業 

        東原小学校（全学年）６００人    相武台東小学校（高学年）３１０人 
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        立野台小学校（高学年）２７０人   旭小学校（全学年）５２０人 

        栗原小学校（６年生）９０人 

 

    【課題等】 

     ① ハーモニーホール座間の大規模修繕については、計画的に実施していますが、更

に日常の保守点検を徹底し、設備の更新を図るとともに、安全性の確保を最優先に

中長期計画に基づいた修繕が必要です。 

     ② ハーモニーホール座間の利用者数は、平成１５年度以降、ほぼ横ばい状態で推移

していましたが、第１練習室及びギャラリーの利用率が上がったことにより、平成

２５年度と同様に平成２６年度も２２万人を超える利用者数となりました。 

      〔ハーモニーホール座間年間利用者〕 

   年 度 

項 目 
平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 

利用者数 219,815 人 214,346 人 219,040 人 225,017 人 222,640 人 

       今後も、より一層の市民ニーズの把握に努め、芸術文化活動の拠点としてより多

くの市民の方に利用されるよう運営の充実を図る必要があります。 

 

(2) 市民の文化活動支援 

  【施策の方向】 

市民文化の創造を目指し、文化団体の育成や指導者の養成を積極的に進めるなど、市

民の文化活動を支援します。 

     

【取組の概要】 

       市民の自主的な創作発表、鑑賞活動を拡大する機会を提供し、より高度な芸術文

化への関心を高め、その活動の広がりを振興するため、市民芸術祭、児童文化展、

美術展、ロビーコンサート、ざま再発見写真コンテストなどを開催するとともに、

芸術文化活動の充実と文化団体の育成活動支援に努めました。 

       美術展では、市内在住の芸術家であり昆虫収集家である相笠昌義氏のデッサンと

昆虫の標本を展示したことにより、小学生を中心とした来場者の理解も深まり、幅

広い年齢層へ美術作品への啓発を図ることができました。 

       また、昨年度に引き続き江口洌氏による万葉集鑑賞入門講座を行い、昨年度より

も多くの方に和歌の鑑賞の仕方などについて学んでいただきました。 
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【課題等】 

       市民の心の豊かさや生きがいなど、精神的な充実につながる積極的な芸術文化活

動を支援するため、作品の展示や創作発表の場を充実する必要があります。 

また、様々なジャンルの優れた芸術文化に触れる機会を市民に提供するため、ハ

ーモニーホール座間の施設利用については、文化団体等が主体的な文化活動を更に

促進できるように指定管理者と連携し、芸術文化活動団体の育成のための支援に努

め、市民が満足できる芸術文化のレベルアップにつながる事業展開を継続的に行っ

ていく必要があります。 

 

(3) 歴史・伝統文化の保存と継承 

   【施策の方向】 

     歴史・伝統文化の保存、継承に努めます。 

 

    【取組の概要】 

① 文化財保護・活用の推進 

・ 市指定重要文化財は平成２４年度指定の「椿」（栗原所在、個人宅庭内 天然

記念物）を含め３６件となり、市内の指定文化財は星谷寺の「嘉禄３年（１２２

７年）紀梵鐘」（国重要文化財）を入れて３７件を数えます。 

座間市内指定文化財一覧（国及び座間市指定） 

種別 区分 名  称 所在地、由緒等 

重
文 

銅
鐘 嘉禄三年紀梵鐘 星谷寺 嘉禄 3年(1,227）紀銘(国指定) 

有
形
文
化
財
（
34
） 

古
文
書

(10) 

星谷寺文書 星谷寺 中世文書 秀吉制札他 3通 

鈴木家鍛冶文書 個人蔵（座間 1丁目）中世文書 道俊書状他 3通 

大矢家文書 個人（栗原中央四丁目） 近世文書一括（旧栗原村）＊ 

飯島家文書 個人蔵（入谷 5丁目） 近世文書一括（旧入谷村） 

建
造
物

(7)
（
石
造
物
） 

岩城常隆供養塔 心岩寺 岩城常隆（いわき市平の城主）江戸中期の建立 1基 

石造大日如来座像 個人宅（座間 1丁目） 江戸時代前期建立 1基 

六字名号碑 宗仲寺 江戸時代初期建立 源栄上人入山記念 1基 

蜻蛉燈籠   宗仲寺 献燈形 推定江戸初期建立 1基 

神変大菩薩碑 諏訪明神社 江戸時代後期建立 役小角の称号碑 1基 

宝篋印塔 星谷寺 江戸時代中期建立 市内最大の宝篋印塔 1基 

保田安兵衛供養塔 浄土寺 江戸時代中期建立 市内最古の寺子屋師匠の供養塔 1 基 
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美
術
工
芸

(3) 

相州住綱廣銘脇差 個人蔵（座間 1丁目）室町末期の作 平造り 1振 

相州住周廣銘脇差 個人蔵（座間 1丁目）戦国時代の作 平造り 1振 

鐙 円教寺 室町時代後期 総鉄製 佐々木掛け 1双 

彫
刻 

釈迦如来立像 心岩寺 室町時代 木彫 1体 

書
籍

(2) 

写経 円教寺 紺紙金泥巻子仕立 1巻 鎌倉時代中期 

栗原学校扁額＊ 明治 10年代 山岡鉄舟揮毫 市教育委員会保管 

天
然
記
念
物

(6) 

咲き分け散り椿 星谷寺 1株 

大欅（けやき） 護王大明神社境内 樹齢推定 300年 1株 

桑 個人宅（座間 1丁目） 普通十文字種 1株 

ニッケイ 個人宅（西栗原一丁目）樹齢推定 110年 1株 

シラカシ 栗原神社境内 樹齢推定 500年 1株 

椿 個人宅（栗原）樹齢推定約 330 年以上 1株 

史
跡

(5) 

鈴鹿横穴群第一号 個人宅推定（入谷 1丁目）1,300～1,400年前 

梨ノ木坂横穴群 羡門部石積に特徴あり 第一号・第二号（入谷 5丁目）＊ 

鈴鹿遺跡 
鈴鹿明神境内 縄文時代後期（約 3,500年前）の平地式住居址等（住

居址及び遺跡包蔵地） 

相模野基線南端点 個人宅（ひばりが丘一丁目）日本最古の一等三角点(明治 15年) 

基線中間点＊ 相模野基線上に明治 35年に設置された中間点（相模が丘二丁目）。 

無
形
文
化
財

(2) 

無
形
民
俗
文
化
財
(2) 

祭囃子 若音会 ｢かまくら」、「やたい」 2曲 

座間歌舞伎 入谷歌舞伎会 

※市内指定文化財の総数は３７件（国指定１、市指定３６ ＊は市及び市教育委員会で管理をしている文

化財。平成２７年４月１日現在） 

 

・ 文化財巡りは秋と春の２回開催で「座間ふるさとガイドの会」に文化財や神社

仏閣、名所などを紹介する講師をお願いし、参加者の好評を得ました。 

実施月日 コース名称 主な行先 参加者人数 

平成 26年 10月 12日

(日) 

江戸時代の街道

『 八 王 子 街 道 

南』を訪ねる 

（入谷 5 丁目～四ツ谷地区～座

間 1丁目） 

座間駅西口→浄土寺→日枝神社

→鷹匠橋→専念寺→諏訪神社→

天照皇大神宮→座間市公民館 

26人（男性 11､女性 15） 

市外 3人（海老名市 1､

相模原市 2） 

平成 27 年 3 月 15 日

(日) 

鎌倉古道がとお

る『皆原地区』を

訪ねる 

（入谷5丁目～同1丁目～海老名

市内～入谷 5丁目） 

座間駅西口→星谷寺→三年坂→

護王大明神社→諏訪神社→梨の

木坂横穴墓群→神井戸→お松の

碑→皆原石造物群→座間駅西口 

18 人（男性 12、女性 6） 

市外 0人 
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・ 「座間ふるさとガイドの会」では、郷土を紹介する事業として、健康文化大学

の講師や、市生涯学習フェスティバルでは会の活動報告、座間小学校から依頼

のあった「ざまっこ博士」（３年生）の授業で、郷土の民話を題材とした紙芝居

を上演しました。 

・ 東原コミュニティセンター主催郷土史講座「さがみ野台地の昔と今」の講演会

では、（仮称）「座間の郷の道」道標設置事業の一環として実施した基本的調査

の成果を活かして「座間ふるさとガイドの会」会員が講師となって発表を行い

ました。 

② 「大凧揚げ」の保存・継承と無形文化財保持団体の育成 

・ 大凧の製作や行事の実施は、「大凧保存会」が主体となって行っていますが、 

生涯学習課としては、市民及び関係部局からの大凧に関わる歴史的な問合せに答

えるなどの対応を行いました。また、平成２６年度は、座間中学校に加え、新た

に西中学校の生徒たちが一間の凧を作製して大凧揚げの行事に参加し、その凧が

見事に掲揚し伝統行事の伝承に加わりました。 

・ 入谷歌舞伎や祭囃子団体など無形文化財保持団体の育成にも努め、１１月の市

民芸術祭での発表、１月の新春祭囃子たたき初め大会など多くのイベントに出演

しました。 

③ ハーモニーホール座間１階の常設展示室では、「名主がしるした「長崎道中記」を

たどる―江戸時代の旅と風物―」は、江戸時代の新田宿の名主が記した領主と同行

した際の貴重な記録である「道中記」を展示したほか、市内の国指定及び市指定重

要文化財を紹介した「座間のたから～いまに残る文化財」展などを開催しました。 

④ 「座間むかしむかし第３７集」の刊行、及び資料等の収集・整理 

「戦国時代の巡礼記の中の座間」、「四ツ谷日枝大神・天満宮と義太夫の収支」及び

「「書痴」と自称した斎藤昌三」の３編を収録し発行しました。 

この他にも、古文書等の収集資料の整理を継続して行いました。 

⑤ 指定文化財の紹介について 

  平成２６年度は、平成２４年度に指定した「椿」（栗原所在）について、由来等を

紹介する案内板を管理者の御理解を頂いて設置しました。 

⑥ 郷土資料館整備事業について 

  第四次座間市総合計画で位置付けられている郷土資料館整備事業について、「座間

市郷土資料館整備事業検討委員会」を設置し、大学の博物館学の専門家や学識経験

者ら５人による郷土資料館の整備に関わる検討会議を開催しました。 

⑦ 文化遺産を生かした観光振興・地域活性化事業 
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文化庁主管の補助事業の一環として、座間市伝統文化活性化事業を行いました。

平成２６年度は入谷歌舞伎、三曲（箏、三味線、尺八）、華道（いけばな）、装道の

各団体が、各々伝統文化の継承と周知を図るため工夫を凝らし執り行いました。特

に入谷歌舞伎、三曲、華道は、市民芸術祭において生徒の成果発表の機会がありま

した。 

 

【課題等】 

① 座間ふるさとガイドの会が行う「文化財巡り」は好評で、健康ざま普及員などか

らの依頼も増え、行事の内容を充実するために会員の案内技術や知識の一層の向上

が望まれています。同会では案内の対象となる地域の古老の方に講師をお願いし、

学習のための講演会や研究会などを開いて、会員の相互学習を実施しています。 

② 大凧揚げを含めた伝統行事・民俗芸能など、ふるさと座間を市民、更には市外の

人に周知するため、関係部局及び座間市観光協会など外部団体との協力・協調の中

で紹介していくとともに、より若い世代（小･中学生等）に参加を呼び掛けていく必

要があります。 

特に大凧揚げは本市の重要な伝統行事であり、平成２６年度の座間・西中学校生

徒の参加に加えて、他の中学校の参加を推進していく必要があります。 

③ 常設展示室の展示内容については、市史編さん事業の中で調査した資料の活用や、

近代の文化財や天然記念物が市指定重要文化財になったこともあり、これらを紹介

する企画します。 

④ 今後も引き続き座間の歴史に関わる資料の収集・研究を行い、計画的に市史など

に関わる刊行物の発刊や、常設展示企画などを通じて様々な歴史資料を市民に公開

することに努めていく必要があります。 

⑤ 身近な文化遺産の紹介について、より理解を深めるため座間ふるさとガイドの会

などのボランティア団体の協力を得ながら、（仮称）座間の郷道
さとみち

道標設置事業に基

づいて古い街道の道筋や文化財の所在などを記した案内板の設置や資料の発行など

を進めていく必要があります。 

⑥ 郷土資料館の設置については、郷土資料館準備検討委員会の意見を取り入れなが

ら「座間」らしい施設の設置や将来的な運営について計画を検討していきます。 

 

【点検評価委員の主な意見】 

 ○ アウトリーチ事業などによる優れた芸術文化に触れる機会の拡充や市民の文化活

動支援等に努力されていることを評価し、今後も市民にきめ細かな情報提供をして

いくことが望まれる。 
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 ○ 大凧揚げの伝統文化の保存、継承については、未来を担う中学生の参加による学

校との連携・協力が着実に進められていることを評価するとともに、若い世代に郷

土への関心を深める新たな取組を期待したい。 

 

評 価 

◎ ハーモニーホール座間は、市民の芸術文化の拠点としての役割が大きいことから、

トイレの改修、ホール絨毯の交換及び舞台機構設備の大規模修繕を行うなど、日常

の保守点検や施設の維持管理については特に配慮しました。今後も利用者の安全性

や利便性の向上のために、施設の中長期計画の中で大規模修繕や設備更新を行う必

要があります。 

◎ 座間で創作活動を行う芸術家のアーティストファイル登録者による作品展や市民

になかなか触れる機会のない現代美術展についても引き続き取り組みました。 

◎ 市民を対象に芸術文化の種をまく事業として、内容の充実した演劇体験講座のワ

ークショップを開催しました。今後も芸術文化活動の拠点として、また芸術文化の

発表の場を提供するなど、継続的な市民の芸術文化活動の充実が期待されます。  

 

 

６ 青尐年育成 

 

＜総合計画における目標＞ 

本市の青尐年は、学校生活やスポーツ、文化活動を通じ、めまぐるしく変化する社会情勢にも対

応して、夢や希望を抱いて積極的な社会生活を送ることのできる自立した大人になるよう成長して

います。 

 

(1) 青尐年施設の充実 

【施策の方向】 

     青尐年の活動拠点である青尐年施設の充実を図ります。 

 

    【取組の概要】 

       青尐年センターは、青尐年の活動拠点として、小・中学生を対象とした各種講座

やイベントを開催し、平日の放課後や休日などに子供たちが利用しやすいスペース

の確保に努めました。また、青尐年センターの利用団体である「利用者友の会」に

よるフェスティバルを夏と冬に開催しました。 
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〔青尐年センター利用状況〕                  

    年度 

項目 
平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 

個人・団体等 54,634 人  49,323人 43,884 人  39,507人 47,812 人 

 〔青尐年センター自主事業〕                      

    年度 

項目 
平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 

事業数・参加人数 15事業726人 14事業593人 15事業414人 16事業494人 16事業487人 

〔青尐年センター利用団体・事業等参加人数〕          

    年度 

項目 
平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 

利用登録団体数  83団体  93団体  93団体  79団体 95 団体 

夏：ひまわりらんど 3,155 人 3,126 人 3,328 人 3,217 人 3,523 人 

冬：新春のつどい 4,466 人 3,657 人 4,741 人 3,537 人 3,850 人 

合 計 7,621 人 6,783 人 8,069 人 6,754 人 7,373 人 

 

【課題等】 

      平成２７年度で、青尐年センター多目的室の耐震診断を行い、必要に応じて耐震化      

を進める予定です。 

 

 (2) ボランティアの育成等の支援 

   【施策の方向】 

     ボランティア育成のため、情報提供や各種研修会の開催に努め、組織づくりを支援し  

ます。 

 

【取組の概要】 

      地域の人々と連携して「遊びの場・仲間・学びの機会」を確保し、異年齢間や地域  

の人々との交流を図る「ざま遊友クラブ」の事業展開及び各中学校のグラウンド・体

育館を利用しての青尐年フェスティバルの開催や市子連によるスポーツ大会を実施し

ました。 

 また、中・高校生で構成されているジュニアリーダーズクラブは、県立足柄ふれあ

いの村においてリーダーとしての資質向上を目的としてリーダー野外研修を行うとと

もに、青尐年センターの事業や市子連事業でのボランティア活動を行いました。 
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〔遊友クラブ実施状況〕            〔青尐年フェスティバル実施状況〕         

                  

 

 

 

 

 

                                                                                                                      

  

 

 

  

  

                                                                                                                        

  

 

〔市子連スポーツ大会〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔市子連の主な事業内容〕 

事 業 名 会    場 参加者数 

小学校スポーツ大会 市内小学校４会場 611人 

市子連まつり 青尐年センター 141人 

リーダー野外研修会 神奈川県立足柄ふれあいの村 88人 

ドッジボール大会 市民体育館 217人 

 

 

実施場所 開催日 参加者数 

西中学校 10 月 11 日 164 人 

相模中学校 11 月  1 日 281 人 

座間中学校 11 月 22 日 600 人 

東中学校 11 月 29 日 267 人 

南中学校 12 月  6 日 261 人 

栗原中学校 12 月 13 日     288 人 

合  計 1,861 人 

実 施 校 回 数 参加延べ人数 

座 間 小 学 校  11回  5,139 人 

栗 原 小 学 校   5回  6,958 人 

相 模 野 小 学 校   7回  4,973 人 

相武台東小学校   7回  5,876 人 

ひばりが丘小学校   6回  2,302 人 

東 原 小 学 校   4回  5,132 人 

相模が丘小学校 10回  5,646 人 

立 野 台 小 学 校   6回  2,881 人 

入 谷 小 学 校   7回  4,494 人 

旭 小 学 校   8回  3,696 人 

中 原 小 学 校   6回  2,726 人 

合 計 77回  49,823 人 

ブロック名 開催日 参加者数 

座 間 小 6月 21日 234 人 

東 原 小 6月 28日   58 人 

相模が丘小 5月 17日 140 人 

旭 小 6月 28日   64 人 

合 計 496 人 
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〔ジュニアリーダーズクラブの主な研修会内容〕 

内  容 会  場 開 催 日 

開講式 青尐年センター ４月１３日 

事前研修（１泊２日） 神奈川県立足柄ふれあいの村 ６月７日・８日 

研修会（１泊２日） 神奈川県立足柄ふれあいの村 ７月１９日・２０日 

秋田県大仙市との交流会 

（２泊３日） 

秋田県大仙市 ８月１日～３日 

ひまわりランド 青尐年センター ８月２４日 

新春の集い 青尐年センター １月３１日 

福島県須賀川市との交流会 

（１泊２日） 

相模川ビレッジ若あゆ ３月２７日・２８日 

閉講式 相模川ビレッジ若あゆ ３月２９日 

  

   【課題等】 

       研修場所の確保については困難とはなってきているものの、日程について早めに

調整を行い子どもたちが楽しめる良い場所の確保に努めていきたい。 

 

 

(3) 青尐年健全育成諸団体との連携 

 【施策の方向】 

   青尐年健全育成諸団体との連携を図るため、情報提供や連絡会の開催に努めます。 

 

【取組の概要】 

     青尐年健全育成諸団体との連携を図り、次の事業を行いました。 

    ・ 青尐年健全育成大会 

      主張作文    ：出品総数 １，７１６点 市長賞・議長賞・教育長賞各１人 

             受賞 

       善行ほう賞  ：個人４人が受賞 

    ・ 各団体の研修会 

      青尐年指導員：スポーツ推進委員の協力を得てドッチビーの研修会を実施 

             （野外部） 

             簡単に作れる青尐年向け料理を学ぶ（文化部） 

      遊友クラブ  ：神奈川県主催の「放課後子ども教室推進コース」の研修会へ 
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             １５人の委員が出席（期間：５月２０日から１１月６日まで） 

              各校のイベント内容についての情報交換研修会を実施（７月１０日） 

      青尐年補導員：座間市教育部教育指導課学校安全対策嘱託員を講師に招いての 

                  研修会、神奈川県立おおいそ学園（児童自立支援施設）への視察 

                  研修を実施 

市 子 連  ：県央地区子ども会連絡協議会による育成・指導者意見交換会やジュ

ニアリーダーとしての人材育成を目的に野外研修を実施 

 

【課題等】 

        青尐年健全育成団体の共通の問題点として、役員や指導者のなり手が年々減尐傾 

向にあることから、その団体のみならず各小・中学校やＰＴＡ連絡協議会へ今後も

引き続き協力を求めていく必要があります。 

 

(4) 青尐年相談業務の充実 

 【施策の方向】 

   青尐年が抱くあらゆる悩みに適切な指導・助言を与えるため、青尐年相談員及び青 

尐年心理相談員による相談業務の充実に努めます。 

 

【取組の概要】 

    青尐年が抱くあらゆる悩みに対して適切に対応するため、青尐年心理相談員を配 

置し指導・助言を行い、早期に問題解決が図られるよう努めました。 

 

 〔相談内容・件数〕 

 相 談 内 容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

 

 

 

 

身 

上 

問 

題 

発 達 障 害 0件 0 件   24 件   45 件   12 件 

性格・行動上の問題 15 件 25 件    2 件    5 件    1 件 

家 族 関 係 3件 4 件    9 件    3 件    8 件 

養 育 0件 1 件    3 件    3 件      0 件 

家 庭 内 暴 力 2件 0 件    1 件    1 件      1 件 

い じ め 0件 １件    1 件    1 件    0 件 

不 登 校 5件 8 件    9 件    3 件    4 件 

学 業 進 路 進 学 7件 0 件    0 件    3 件   17 件 

ひ き こ も り 31 件 52 件   43 件   15 件   44 件 
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学 校 生 活 1件 5 件    2 件    3 件    1 件 

対 人 関 係 0件 5 件     8 件     3 件     2 件  

そ の 他    0 件 10 件     3 件     1 件     2 件  

不 

良 

行 

為 

家出・浮浪・無断外泊 0 件 0 件       0 件      0 件    1 件 

怠  学  ・  怠  業 1 件 0 件      0 件      0 件    4 件 

金品持出・金銭濫費 0 件 0 件      0 件      0 件    1 件 

不   良   交   友 0 件 0 件      0 件      0 件    2 件 

犯 

罪 
被     害     者 0 件 1 件      0 件      0 件    0 件 

合 計 65 件 112 件    105 件     86 件    100 件 

 

【課題等】 

相談内容が、発達障害やひきこもりなど複雑多岐にわたっており、相談内容を綿密 

に分析することが難しくなっているので、それに即した関係機関と連携しつつ、相談

者への支援の充実及び自立へのサポートに繋げていくことが必要です。 

 

(5) 青尐年の健全化活動 

   【施策の方向】 

青尐年における社会環境の健全化活動に取り組みます。 

     

【取組の概要】 

   インターネットカフェ・カラオケボックス実態調査、有害図書区分陳列調査を実

施するとともに、薬物乱用防止を目的として、広報・啓発活動を行いました。 

・ 非行防止啓発チラシ等を市民ふるさとまつり会場にて配布 

・ 非行防止啓発及び相談室案内チラシをＰＴＡ研修会等にて配布 

・ 各関係機関と協力して非行防止啓発街頭キャンペーンを実施 

・ 青尐年喫煙防止啓発ポスターを市内公共施設及び自治会掲示板に掲示 

    

【課題等】 

様々な薬物が流行してきていることから、麻薬、大麻、危険ドラッグなど、その実 

態把握に努めることが困難となってきているため、学校、地域、警察等の関係機関と

より一層の連携強化を図っていくことが必要となっています。 
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【点検評価委員の主な意見】 

 ○ 青尐年の活動拠点施設の在り方については、学校教育行事にとっても重要な場と

もなるので、調査研究することを期待したい。 

○ 青尐年の活動施設の確保と青尐年のスポーツ、文化活動等の実施に努力されてい

ることを評価し、引き続き青尐年健全育成諸団体との連携を深め、青尐年育成活動

に市民が気軽に参加できるような取組を期待したい。 

 ○ 青尐年の相談内容が複雑多岐にわたっていることから、相談者へ適切な指導・助

言ができるよう、これまで以上に関係機関との連携を密にしていくことが望まれる。 

○ 薬物乱用など青尐年の非行防止については、関係機関との連携強化を図りつつ、

市民全体で見守る大きな取組を期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評 価 

◎ 青尐年の健全育成に対し、青尐年指導員、青尐年補導員、青尐年相談員、市子連

や各地域の方々を始めとした各種ボランティアなど多くの団体・個人の方々が一体

となって、様々な活動の取組や展開をしていただいたことにより、より一層充実し

たものとなってきています。 

◎ 広報、ホームページ、リーフレット等によりボランティアの募集を行い、「遊友ク

ラブ」においては多数のＰＴＡ及び地域の方々からボランティアへの参加をいただ

き、また、青尐年センターで実施している「ひまわりランド」等においても、利用

者団体はもとより、一般市民の方、中・高生及び大学生がボランティアとして参加

があり地域及び団体等との連携を図りながら盛況に開催できています。 

◎ 青尐年相談室では、ひきこもり状態にある青尐年の家族等を対象に、理解と適切

な対応を行うため講座を開催し、周知を図りました。 

今後も講座や相談会を開催し、状況の解消に向け、情報提供や支援をするととも

に、ひきこもりについても継続して自宅を訪問するなどして状況の解消に努めてい

ます。 
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Ⅲ まとめ  

平成２６年４月、本市は「第四次座間市総合計画」の実現に向けて４年目を迎えました。 

この構想に掲げる将来のまちの姿「ともに織りなす 活力と個性 きらめくまち」を目指して、

教育部門における将来目標「のびやかに 豊かな心 はぐくむまち」の実現を着実に推進するた

め、学校、家庭、地域社会が一体となって連携・協働を図りながら、本市が現有するあらゆる教

育資源を有効に活用して、新しい時代に対応した教育施策の具現化に全職員一丸となってまい進

しているところであります。 

一方、急速に進む尐子高齢化、国際化や情報化の発展、さらにはライフスタイルの変化や

地域コミュニティの希薄化など子どもたちを取り巻く環境が刻々と変化していく中で、教育

に対するニーズも多種・多様化し、その課題に対する取組から教育に寄せられる期待は切実

であります。 

そのような中、日々変化する教育問題に対応する平成２６年度の教育予算の主要事業の一つと

して、年次計画により進められていた小・中学校全校のエアコン設置の整備を完了させ、４年目

となる「豊かな心を育むひまわりプラン」の推進など、教育環境及び教育活動の充実を図ってま

いりました。 

生涯学習につきましては、「座間市生涯学習プラン」の推進によって、自己啓発や生活の充実の

ため、学びの環境整備や文化芸術活動を支援し、生涯にわたる自己実現をサポートするとともに、

貴重な文化財の保護に取り組んでまいりました。 

今後も、教育事務の点検、評価等によって事業の妥当性など多角的に検証しつつ、限られた財

源の効率的、効果的な配分に努め、市民ニーズの多様化・高度化や社会情勢の変化に適切に対応した

質の高い継続的な行政サービスを推進してまいります。 

最後に、教育の推進に当たっては、学校・ＰＴＡを始めスポーツ・文化団体、地域ボランティ

アなど多くの方々の協力が不可欠であり、より一層市民、学校等と連携して「のびやかに 豊か

な心 はぐくむまち」の実現に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 


